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プロジェクトハイライト

z 国内での安全なスペースバルーン実験を相乗りの形で実現した．

z 実験前後の報告を怠り，予算執行できなかった．
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背景

z 国内におけるバルーン実験実施上の問題点（安全面・法律面）
を高水準でクリアできることが示された．

1. 安全面

A) 海上で回収、陸地に落下させる場合は北海道・アメリカで
打ち上げる．

B) 無線通信を使用してバルーンをリアルタイムでトラッキン
グする．

2. 法律面

A) 電波法をクリアした無線通信を使用する．

→全ての条件をクリアするには，予算規模が大きくなる．
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目的

z プロジェクト予算を利用し問題点を全てクリアしたバルーン実験
を実施する．

z 新しい基準でのスペースバルーン実験体制を確立する．
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活動内容

z 共同バルーン実験の企画，実施

1. 和歌山大学，芝浦工業大学との共同実験

• 2015年3月に打ち上げ予定だったが，和大の無線モ
ジュールの開発が間に合わず延期．

2. 徳島大学との共同実験

• 2015年4月にバルーン試験を実施した．
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z 機体設計
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徳島大学との共同実験
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12:00 放球
@鳥羽市中央公園

徳島大学との共同実験

z ミッションシーケンス
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13:30 バースト

14:30 着水

御前崎漁港より船で
出港し回収

飛行中
徳島大GPSユニット
でトラッキング

Ground



徳島大学との共同実験

z 実験結果
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z 海上での回収
z 常時トラッキング
z アイスの作成

に成功した．

放球

着水

バースト



予算使用の失敗

z 概要
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10 11 12 1 2 3 4
和大・芝工大
との共同実験

徳島大との
共同実験

企画

企画

実験計画

実機製作
実験

延期

実験計画

実験

実機調整

前顧問の坂本
先生の異動

チャーター費用と無線技士作
業費を担当する事が決定

→予算手続きを開始

支払い先が変更されるが，
事前に確認を取らなかった

→担当教官への事前の連絡をせず．予算執行のルールを違反した．

実験後に予算手続きを開始



結論

z 全条件（安全面，法律面）をクリアしたスペースバルーン実験を
実施することができた．

z 本プロジェクトでは連絡不備があった．再発防止に努めていく．
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